
高梁川流域の企業文化　

The convention which a dragon laid

晴れの国に棲む

龍の仕事展2018

共催 ： 龍の仕事展実行委員会

龍の仕事展を活用した人材育成プログラム

県内の大学生たちが企業STAFFとなって企業文化展の会場で企業PRや物販を行います。

募集要綱

社会人に向けての自己啓発力と自己教育力を養います。

事前研修>>企業研修>>中間研修>>直前研修>>龍の仕事展PDCA>>成果発表会>>事後研修>>最終成果発表会のプログラムを通して

2018年度 教育活動助成

龍の仕事展を活用した人材育成プログラム

主催 ： D-INTERNSHIP実行委員会
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　Ｄ-INTERNSHIP とは、「龍の仕事展」を大学生の人材育成として活用したインターンシップ・プログラムです。（「Ｄ」とは「龍

の仕事展」の「龍＝Ｄragon」の「Ｄ」です）　

　大学生に、地元を代表する企業を知ってもらい、企業を通して地域の文化や歴史・風土を理解すると共に、地域戦略の思考

を学んだり、社会人に求められる自己啓発力や自己教育力を育てることを目的としています。　

　このプログラムは、【事前研修】>>【企業研修】>>【中間研修】>>【直前研修】>>【ＰＤＣＡ実践（龍の仕事展）】>>【成果発表】

>>【事後研修】>> 一般公開の【最終成果発表会】の８つのプログラムから成ります。【成果発表】までは、参加者全員が必須

のプログラムです。さらに、【成果発表】までに優秀な成果を修めた学生の中から、一般公開の最終成果発表会に向けた特別

研修【事後研修】と【最終成果発表会】を受けることが可能です。　

D-INTERNSHIPとは

　ものづくりに関わる企業は、その発生・発展・開発商品が地域特有の気候・風土・歴史・文化に大きく影響を

受けて派生しています。すなわち、土着企業の生き残るための工夫こそが、地域と密接に結びつく固有文化を形

成するものなのです。　　

　そしてこれは、資本も人材も弱い地方のブランドが、都市部と戦略的に差別化できる重要な切り口であり、地

方にこそ都市のブランドが切り捨ててきた「歴史」や「文化」が強く残っている強みを再認識すべきなのです。

昨今の海外市場に対しても、日本が次に輸出すべき「商品」には、他国が真似できない「日本文化」（クールジャパン）

と言う切り口が期待され、重要な切り口になってきます。　　

　企業文化の展示は、「製品」を売らんが為の展示・即売ではなく、しっかりと企業文化に焦点を当てた展示を行い、

商品が生まれてきたバックグランドや作り手のこだわりや情熱といった「商品価値」を伝え、その魅力を十分に

理解していただくことを目指します。これにより、企業自体も自らの足元を掘り下げることで、見落としていた

自社の付加価値を再認識し、「製品」から真の地域ブランドといった「商品」を生み出すきっかけになります。

　更に、全国から大勢の観光客が訪れる倉敷美観地区の中核的施設である倉敷アイビースクエアを会場として地

域企業の展示・商品の販売を行うということは、地域のファンが集まる場所で地域ブランドを訴求できる強みに

加え、全国各地の人々に対し、開発中の商品や新商品のテストマーケティングを行うことも可能で、これは活用

次第で十分なコンベンション機能を有していると言えます。　　

　加えて、来訪者並びに地域住民には、特産品や企業を通して、広く地域の文化を学ぶことのできる機会と場の

創出を与えられるという意味では、広域学習観光、誇りを持って活躍する中小企業の認知による新たな就業機会

の促進にもつながる可能性を持つものです。

　「龍」とは「高梁川」のことです。古来、高梁川は「吉備のくに」の中核として、多くの文化・産業を生み出し、

人や物を運び、多くの地域をつなげました。このイベントでは地域名を持つ河川の名前ではなく、広く流域にあ

またの恵みを与えた母なる川として、「龍」と呼び、広域連携の旗印 (シビックプライド )としています。

　同じ水で生かされている備中エリアの人々が、広くつながり協力しあうことで、私達が共に生きる地域のくく

りを捉え直し、新たなパラダイムシフトの再生と創出を目指しています。　

　「龍」というシビックプライドは、私たちが「龍の末裔」として、この地を愛し、さらに豊かにしていきたい

と願う旗印です。この流域に暮らす人々が生涯に渡って誇り高く、心豊かな生活を営むために必要な生活具を残

し、伝え、また新たに企画・開発していくことに結びつき、そして固有のライフスタイルを実現していくことを

目指しています。母なる川の恵みを受け、この地で「モノ」を生み出すことを「なりわい」とする「龍の末裔」

の仕事を集めた展示が「龍の仕事展」なのです。　

　龍の仕事展とは、毎年９月に倉敷アイビースクエア内のアイビー学館を会場として高梁川流域のものづくり企

業、約 30 社が企業文化の展示を行い、商品の PR や販売を行うものです。2010 年の国民文化祭から毎年開催され、

今年で９回目を迎えます。　

　開催時期はシルバーウイークと呼ばれる秋の行楽シーズンです。県内で最も観光客を集める倉敷美観地区へも、

全国から、また海外からも大勢の来訪者が訪れます。昨年までの実績で「龍の仕事展」は、12,000人～14,500人

を越えるお客様を迎えています。　

　出展する企業は、高梁川流域を代表する、創業 100 年以上の歴史を持つ老舗企業から、新たに地域ブランドを

立ち上げ、次世代へと受け継げるものを生み出す努力を続ける企業達です。　
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2017参加企業 ：

　若者たちの地元志向が高まる中、「地域」が職場と家庭、友人という単に慣れ親しんだ環境の中で小ぢんまり

とした自己実現の場に留まるのではなく、自らのアイデンティティを育てた地域の価値に気づき、地域の発展

と共に自己実現を目指す地域貢献へ広げ高めることへのきっかけを、本プログラムを通して学生たちと一緒に

考えていきます。　　

　多くの企業が地域戦略を持つとともに、地域と連携してその社会的存在意義を実現しています。つまり、地

域を深く理解することは、どのような仕事に就いても求められるスキルでもあります。また、社会人として自

らが暮らす地域、自らが営みをおくる地域を仕事を通して理解することは、多くの社会人が生涯に渡って取り

組むテーマの１つでもあります。　　

　先に述べたように、「龍の仕事展」に関わり企業文化を知ることで、地域特有の気候・風土・歴史・文化・社

会構造まで関連づけて理解する手法を学ぶことができます。また、地域を深く掘り下げて理解することで、自

らの原点を知り、競合他社との差別化をすることで、新たなビジネスチャンスも見えてきます。　

　低迷する地方経済では、見落とされている既に存在する様々な価値を結びつけ直し、再構築することで新た

な価値を生み、小さな経済を数多く回すという活性化手法も、生き残り戦略として重要となっています。　

　その様な視点や価値観を持つことができる人を育てる人材育成プログラムとして、企業文化に焦点をあてた

地域文化の展示「龍の仕事展」を地域の大学と連携して活用しています。

　社会とは何か？ 地域とは？ 組織とは？ 集団とは？ 会社とは？ 他者とのつながりや関係性を知り、それを通して

自分を知る。それが社会を知るということです。社会人への入り口は自己啓発の始まりからです。　

　皆さんの意識が高ければアルバイトを通しても十分に社会性を身につけることが可能ですが、アルバイト活動の中

に人材育成、社会人教育などのスキルアップを求めた場合、職場環境や巡り会える周囲の人々に大きく左右されます。

それに対し、本プログラムは基本的に大学生を対象とし、第一に人材育成を目的としたものです。環境や人に左右さ

れず、プログラムを受けるチャンスが与えられます。　

　大学生がインターンシップに参加する目的としては、以下のものがあります。

■社会人として「働く」ということはどういうことなのかを知る

■社会経験を通じて自分に足りない能力を身につける

■自分がどういう職業や業種に向いているかを見極める

■ビジネスマナーを身につける

■今後学生生活の目標を明確にする

■大学での勉強と実社会との関連性を見つける

■大学での専攻分野に関連する業界の実情を知る

■就職希望である業種の実情を知る

■卒論・修論のテーマを見つける　

　就職すれば一人前の社会人になれる訳ではありません。先輩たちは社会人になってからも日々、努力し、勉強し、

皆スキルアップをしています。理想はインターンシップなどの社会経験を活かして、大学で専門性だけでなく、自己

実現を目指して必要な勉強を自発的にできる様な生き方を始めることなのです。そういった意味では、就職を目前に

インターンシップに参加するのでは遅いのです。　

　また、インターンシップに参加することは勿論ですが、経験を参加後の将来設計やキャリア設計に反映させること

が大切です。その為には、振り返り、成果発表や事後研修を受けることがそれ以上に重要です。企業や地域が求めて

いる真の人材とは、知識の暗記ではなく、自らの経験を通して、自らが気づくことでしか身につかない「自己啓発力」

と「自己教育力」です。これこそが今、社会人に求められる重要な素養でもあるのです。　

大学生に向けて

龍の仕事展を活用した人材育成プログラムとは

【倉敷地区】カモ井加工紙㈱ [ｍｔ]/ とら醤油㈱ [黄ニラ醤油 ]/ ㈲平翠軒 [ おいしいものブティック ]/ 大橋家住宅 [ 国指定重要文化財 ]/ 旧大原家住宅 [国指定重要文化財 ]

/ 倉敷木材㈱ [暮らしラボ ]/ クラブン㈱ [うさぎやオリジナルブランド ]/ ㈱丸五 [たびりら ]/ ㈱タケヤリ [帆布製品 ]/ ㈱バイストン [倉敷帆布 ]/ ㈱中川楽器 /倉敷ＪＣＩ

【児島地区】 ナイカイ塩業㈱ [塩 ]/ 髙田織物㈱ [畳縁 ]/ＣＯＴＴＬＥ（コトル）[大人の為のタウンユニフォーム ]/ 児島ジーンズストリート [DANIA JAPAN/SAIO/EDGE OF LINE/

JEANZOO/Kojima market place/Parmanent Blue ]　【玉島地区】サンテック㈱ [デコフォーム ]　【真備地区】㈱テオリ [竹製インテリアアクセサリー ]

【総社地区】アキテックラボ㈱ [パイプ枕原料 ]/ ㈲まるみ麹本店 [甘麹フローズン ]　【高梁地区】日本貿易産業㈱ [人形の喜峯 ]　

【新見地区】㈱クニファーム [フルーツトマトのジャム・ドレッシング ]/ 新見市企業体 [㈲寿司一 /三輪刃物工場 /㈱新見庄あしだち本店 /カツマル醤油醸造㈱ ]

【備中地区】備中県民局 [備中エリア特産品セレクション（【新見】草間そば加工研究会 /そよ風工房 /ローズマリーママ　【高梁】百姓のわざ伝承グループ /JA びほく花木部

会 /きまぐれさん磯崎 /宇治雑穀研究会 /中野吹屋青年団 /方谷の里農産加工部　【笠岡】ブリガーデン /【井原】星の郷青空市㈱ /【総社】㈱岡本工業所（生姜農園）

【倉敷】㈲フクダノウサン /㈱コアラファーム )]　CREATIVE COLLABORATION「倉式」Movement of type-KURA（【倉敷】Glass Beads Makoto/ 朧堂 /倉式 type-KURA/ 倉敷曾原屋）
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10:00-17:00

10:00-17:00

D-INTERNSHIP 2018 PROGRAMS

龍の仕事展2018 ： 9/15SAT - 9/24MON

2018/5/01TUE - 6/19TUE

このプログラムは、【事前研修】>>【企業研修】>>【中間研修】>>【直前研修】>>【ＰＤＣＡ実践（龍の仕事展）】>>【成果発表】>>【事後研修】>>【最終成果発表会】

の８つのプログラムから成ります。【成果発表】までは、参加者全員が必須のプログラムです。【成果発表】までに優秀な成果を修めた学生の中から、一

般公開の最終成果発表会に向けた特別研修【事後研修】と【最終成果発表会】を受けることが可能です。次に、優秀な成果を上げた学生から選抜で【事

後研修】（１ヶ月の中で２日～３日）を受けた学生が一般公開の【最終成果発表会】（１日）を経て、 優秀修了証を受け取れます。【成果発表】までの研

修で優秀な成績を収めた学生には奨励修了証、規定内のプログラムを修めた学生には修了証を、規定内に達しなかった学生には参加証を発行します。

公式 HPならびに本要綱を熟知し、すべての条件を了承してお申し込みください。《追加募集は行いません。お早目にお申込みください》

HP上から各自本人が申し込み

高梁川流域の企業文化　晴れの国に棲む

募集期間

2018/7/11WED

企業が龍の仕事展での課題を共有し、協働プログラムの在り方と質の向上を考えます。（学生は参加しません）　

企業交流会

2018/7/01SUN - 7/10TUE

《専門性・希望担当企業や事前研修の評価により講師がマッチングを行います。 　事務局の業務です。（学生は参加しません）》

事務局・講師3名にて企業マッチング

2018/7/12THU- 9/14 FRI

３回以上、企業へ訪問し、企業と協働で以下のことに取り組みます。期間は約1ヶ月半ですが、求められる内容に左右されますので早めに企業へ訪問しまし

ょう。必ず進捗状況をリアルタイムで事務局に報告・連絡・相談してください。

販売促進ツールの作成や展示の準備など、デザインやプロダクトの制作に

スキルがなくても事務局（久保田）が支援します。素案は8/20までに。

企業研修中の交通費は公共交通機関のみ後日清算できます。

（成果発表の時に精算：領収証が必要です）

①企業の歴史・理念・商品を理解。　

②企業が考える龍の仕事展での目的・目標・課題の共有。　

③企業へ課題実現の施策を提案。　

④龍の仕事展に向けた準備。　

各自がアポをとり企業へ訪問し研修企業研修 【必須】

2018/6/24 SUN 

龍の仕事展を通して地域貢献のあり方を学び、プログラムへ参加する意義と心構えを再認識すると共に、企業訪問をするために必要なマナー・コミュニケー

ションの基礎を身につけます。（ 6/25と 7/02の２日間、必ず受講してください。お昼は各自ご用意ください）　

会場 ： 倉敷労働会館 207大会議室

17:30-19:30 会場 ：倉敷商工会議所 会議室

10:00-17:002018/7/01SUN 会場 ： 倉敷労働会館 207大会議室

事前研修Ⅰ【必須】

事前研修Ⅱ【必須】

10:00-17:002018/9/9 SUN 

５日後に始まる「龍の仕事展」における最終確認。自ら取り組む施策・達成目標を学生同士で話し合い、情報を共有。自分の担当ブースだけでなく、周辺の

ブース企業、関連ブース、会場全体の取り組みを理解し、把握することで、互いの連携し支援しあえる土壌をつくります。

会場 ： 倉敷労働会館 大会議室直前研修 【必須】

10:00-17:002018/8/19SUN 

企業や事務局に対しての「報・連・相」の徹底。企業研修の進捗状況を学生同士で話し合い、情報を共有。他者の取り組みを参考に、自分が取り組んでいる

施策・達成目標の見直しやブラシュアップを行う。龍の仕事展終了までの行動計画表を作成する。

企業と協働でつくる印刷物などの販売促進ツールは中間報告に素案を持ち寄ること。

（ 8/20で予定を立ててください。どうしても無理な方は8/27の補講を受講してください。お昼は各自ご用意ください）　

会場 ：倉敷労働会館 大会議室

10:00-17:002018/8/26SUN 会場 ：倉敷天文台 彰邦館

中間研修 【必須】

【補講】

【9/19WED は休業】
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10:00-17:002018/9/30 SUN 

インターンシップ・プログラムの全体を通して、何に気づき、何を学び、何を得たかを振り返ります。更に、今後の人生にどう活かすかを考えます。

（ 10/01で予定を立ててください。どうしても無理な方は10/15の補講を受講してください。お昼は各自ご用意ください）　

会場 ：倉敷労働会館 大会議室

10:00-17:002018/10/7SUN 会場 ：倉敷天文台 彰邦館

成果発表 【必須】

【補講】

10:00-17:002018/12/09SUN 

一般公開の成果発表会です。代表の８名の学生が 10分の持ち時間で成果を発表します。更に優秀な学生を表彰します。選ばれなかった学生も可能な方は、

ぜひ傍聴してください。　

（ 発表会は 14:00-16:00 ですが、午前中に準備とリハーサルを行いますので研修は 10:00-17:00 となります。お昼は各自ご用意ください）　

会場 ：倉敷労働会館 101大会議室(大ホール)最終成果発表【選抜】

2018/10/7SUN - 10/17WED

《インターンシップ・プログラムの全体を通して講師が評価を行い次のプログラムを受講できる学生の代表を決めます。 事務局の業務です》

事務局・講師3 名にて評価・選抜・確定

2018/11/01THU - 11/30FRI事後研修 【選抜】 岡山会場 ：おかやまアナウンス ・ラボ

倉敷会場 ：倉敷天文台 彰邦館

研修全般を通して優秀な学生から優先に選抜して、振り返りのブラシュアップ、プレゼンテーションや伝わる伝え方のスキルアップの事後研修が受けら

れます。（有料ならば数万円相当の研修内容です。研修日・会場は応相談となっております。休日や平日の大学の授業後の受講が可能です）

■各講習会：交通費の支給はありません。服装は普段着で構いませんが、清潔感のある好感のもてる服装でご参加ください。（評価対象となります）　

■企業研修：交通費は公共交通機関のみ後日清算できます。（成果発表の時に精算：領収証が必要です）

　服装は普段着で構いませんが、清潔感のある好感のもてる服装でご参加ください。（評価対象となります）　

■ＰＤＣＡ実践・龍の仕事展：

　「龍の仕事展」の期間中の交通費として 1日あたり一律 2,000円を支給します。（成果発表の時に精算：ただしアンケートとレポートの提出と交換 /領収証

　不要）最終日は終了後、交流会があります。（1時間ほど）　

　① 会場は季節柄、暑いので軽装で OKです。（龍の仕事展ではスタッフ・ポロシャツを、一人 2枚支給します）

　　　申込フォームでサイズを選択してください。　　　

　② 会場の床は石ですのでつまづきにくい靴が望ましいです。

　③ 企業の方々と名刺の交換の場面もあります。各自名刺をご用意ください。

　④ 毎日、出勤簿へ捺印してもらいます。毎日、印鑑をお持ちください。（印鑑を忘れた場合は交通費が支給されない場合があります）

　⑤ 成果発表の時に簡単なアンケートとレポートを提出していただきます。（忘れた場合は交通費が支給されない場合があります）

　⑥ 急なことで欠勤・遅刻する場合は、事前に必ず久保田・原・森田へ報告してください。

　⑦ 各自が担当するブースで必要と思われるものは企業担当者に相談の上ご用意ください。判断できないものは、久保田に相談してください。

　⑧ トラブルが起きた場合、不審者を見かけた場合、久保田・原・森田へ報告してください。

　⑨ 万一に備え、申込フォームで血液型を選択してください。

　⑩ スタッフ用のネームカードを用意します。会場では首からかけて使用してください。

　⑪ 携帯電話に「龍の仕事展　久保田」で 090-7502-6177 を登録してください。

　⑫ 携帯電話で PCからのメールを拒否している方は、botta@project-g7.com を許可してください。

　⑬ D-INTERNSHIP の参加者は活動記録を含めて写真を撮らせていただきます。撮影した写真は HPやブログ、facebook に掲載されます。

　⑭ 責任体制：各大学が用意するインターンシップ保険に参加者負担で必ず加入してください。

D-INTERNSHIP 2018 注意事項

2018/9/15SAT - 9/24MON

大学生が企業の顔として、龍の仕事展の企業ブースを任されます。朝・夕のミーティングを通して目標、対策、反省、改善案など発表し、毎日ＰＤＣＡサイ

クルを回すことで目標達成を目指します。さらには会場全体へ目を向けることで協働の相乗効果を実践・体感します。

展示会は10:00 -17:00ですが、前後にミーティングと準備・清掃を行いますので研修は 9:00 -18:00 となります。昼食は簡単な食事を用意してあります。会

場では自由に飲める飲み物を用意しています。9/15(土)～ 9/24(月・休)の「龍の仕事展」の期間中の交通費として 1日あたり一律 2,000円を支給します。

（成果発表の時に精算：ただしアンケートとレポートの提出と交換 /領収証不要）

龍の仕事展 期間中7日間必須。 初日、 最終日は必ず参加すること。PDCA実践【必須】

会場 ：倉敷アイビースクエア アイビー学館9:00-18:00 【9/19 WED は休業】

■受講停止：参加学生の行動が本研修プログラムの進行に著しく支障をきたすと講師４名が全員一致で判断した場合、その学生の本インターンシップの

　参加・活動をプログラムの途中でもお断りすることがあります。
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Results

Message
■Ｄ-ＩＮＴＥＲＮＳＨＩＰ実行委員からの推薦文

■8年間の本事業の成果（2017 年事業結果報告会資料より）

　棒グラフは会場での総売上を示し、青い部分は学生たちが販売を担当

した部分である。年々、学生たちが会場のでの売上を伸ばしていること

が見て取れる。

　また、折れ線グラフの青が物販を行っている企業ブースの売上平均額

で、赤が客単価である。

　企業ブース売上平均は落ち込むことなく年々増加し、2017 年のインター

ンシップの学生たちは、企業ブース売上平均額（142,800 円）も客単価

（385 円）も過去最高額の結果を残した。

　これは学生たちの頑張りはもちろんのこと、事前研修や中間研修、直

前研修及び、龍の仕事展中のＰＤＣＡサイクル実践での講師陣の指導の

成果であると言える。そして、学生を受け入れる企業側も学生との課題

の共有が上手く行っていることの証でもある。

■質の高いインターンシップとは

　インターンシップにはいろいろな定義がありますが、就業体験を行う点が共通して重視されています。学生たちが就業体験を積み、社会に出て働くと

いうことがどういうことなのか、さまざまな気付きを与えてくれるのがインターンシップの効果であると言えます。

　しかし、最近では「ワンデーインターンシップ」が広く普及し、学生側に就業体験を求めるのではなく、会社見学や企業説明会による就職・採用活動

となるケースが多くなってきています。そこで、今求められているのが、産学協働による人材育成の観点に基づいた、教育活動としての質の高い長期イ

ンターンシップです。

　Ｄ-ＩＮＴＥＲＮＳＨＩＰは、まさにこの条件を兼ね備えています。すなわち、（1）地域（高梁川流域）のものづくり企業と学生が協働するインターンシッ

プであること、（2）学生の職業意識や就業力を高める教育的効果の高い人材育成プログラムであること、（3）地域課題の解決に向けて、6 月の事前研修

に始まり 12 月の最終成果発表会までの長期にわたるインターンシップであることの 3条件をすべて充たしています。

　Ｄ-ＩＮＴＥＲＮＳＨＩＰには、倉敷芸術科学大学からも継続的に多くの学生が参加しています。担当する企業を事前に訪問して、企業理念、経営方針、

企業文化、展示ブースでの役割を学び、企業が用意する研修プログラムを受講。それぞれの課題や目標を設定して製品の説明と販売に臨みました。

　前原敬太さん（経営情報学科）は、「笑顔での接客を心がけ、販売目標額を達成するために、どのように工夫すればよいのかを実践的に学ぶことがで

きました」と話していました。販売の厳しさと喜びの一端を学び、将来設計やキャリア形成に対する意識が一層高まったとのことです。このように、多

くの教育的な意義を有する質の高いＤ-ＩＮＴＥＲＮＳＨＩＰの益々の発展充実を強く願っています。　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　倉敷芸術科学大学産業科学技術学部長・教授　小山悦司

■社会人になる大きなステップ

　吉備国際大学外国語学部では、3年生のインターンシップⅡの科目で、Ｄ-ＩＮＴＥＲＮＳＨＩＰに学生が参加しています。一言でいうと「学生が変わる」。

このプログラムに参加する前と参加の後では大きな変化があります。お辞儀の仕方、話し方（音量、明瞭性など）、姿勢などが見違えるぐらい向上します。

これは担当教員としての「驚き」であります。

　このプログラムの強みは、龍の仕事展で、学生が高梁川流域にある担当企業の「社員」となり、商品を売って社会人としての技能、技術、姿勢を実践

的に学ぶことです。学生たちは、決められたスペースに、どのように商品を配置し売るのかを企業と共に考えます。そして、龍の仕事展開催中は、毎日、

売上げ目標が示され、作戦を練らなければなりません。しかし、「思うようには売れない」どうするのか…、学生たちは毎日考えます。それまで企業研

修で企業の方々と一緒になり企画し、準備した計画を、龍の仕事展の実情（天候・入れ込み状況・周辺のブースとの連携など）に合わせて、企業の担当

者と相談しながら変更していきます。また、任された責任から、在庫管理などを学んでいきます。そして、毎日、Plan-Do-Check-Action のＰＤＣＡサイ

クルを回す様に指導されます。ビジネスの真剣勝負を学生は経験させてもらえる、このような実践的なことを大学で教えることは不可能です。だからこそ、

このプログラムはすごいのです。

　見逃せないのは、このプログラムを運営するスタッフにもあります。計画性・実行力はもとより、スタッフの熱意としたたかに計算された指導力、そして、

学生のちょっとした変化を見逃さない配慮・注意力が伝わってきます。学生は20歳を過ぎた大人であっても、ちょっとしたことで意欲の低下を起こします。

気が緩みます。それをスタッフは見逃さず、何の遠慮もなく、的確に指導を入れてくれます。ベテラン社会人のすごさであり、学生にとっては、社会人

になるための試練でもあります。この様なスタッフの指導で学生たちは大きな学びを経験するのです。

　さらに、このプログラムの究極のすごさは、プログラムに参加している間は「大変だ」、「つらい、、、」と言っている学生が、修了してしばらくすると、「来

年も参加してみようかな？！」とつぶやくことです。半年に渡るこのハードなインターンシップ・プログラムを学生たちは「社会人になるための実践経

験である」と暗黙的に理解しています。　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　吉備国際大学外国語学部　教授　畝（タンボ）伊智朗
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D-INTERNSHIPの講師

　このプログラムは、６月末の【事前研修】

に始まり、１２月初めの一般公開の【最終

成果発表会】まで、約半年間のインターン

シップです。　

　形だけの研修やインターンシップではな

く、３名のプロが大学生に本物の気づきを

与えるためのプログラムを用意しています。 

　また、大学生の皆さんに本気で関わって

くれる企業の方々、そして会場に来られる

お客様も、このプログラムの重要な講師と

言えます。

講師：森田恵子（マナーコミュニケーション / ビジネスマナー / 口頭表現 担当）

 ・おかやまアナウンス・ラボ株式会社（ＯＡＬ）　代表取締役 / フリーアナウンサー

 ・一般財団法人生涯学習開発財団認定コーチ / 後継者の軍師認定コンサルタント

 ・就実大学表現文化学科非常勤講師 / ﾉートルダム清心女子大学日本文学科非常勤講師

 ・第十二代おかやま着物文化人（びと）

講師：原　浩之（キックオフセミナー / ＰＤＣＡサイクル・プログラム 担当）

 ・奨農土地株式会社 代表常務取締役 / 倉敷天文台 理事

 ・倉敷路地市庭実行委員会 実行委員長

 ・くらしき作陽大学非常勤講師

 ・第二十代おかやま着物文化人（びと）

講師：久保田正彦（地域戦略 / マーケティングセミナー / 販促ツール・デザイン支援 担当）

 ・DESIGN STUDIO ＰＲＯＪＥＣＴ-Ｇ 代表 / CREATIVE COLLABORATION「倉式」Movement type-KURA 代表

 ・龍の仕事展実行委員会 事務局長

 ・倉敷路地市庭実行委員会 実行委員 / 倉敷曾原屋 代表

 ・おかやま山陽高校マイスタースクール非常勤講師 / くらしき作陽大学非常勤講師 / ﾉートルダム清心女子大学非常勤講師

INTERNSHIPで何を学ぶのか

　私たちが目指すインターンシップ・プログラムは、就職活動で優位に立つのための目先のテクニックや形だけの

ビジネス・マナーを教えるものではありません。　

　高校までの教育と大学からの教育は大きく変わります。高校までは先生が勉強を教えてくれましたが、大学から

は自ら学ぶことになります。当然、学びは就職が最終地点ではなく、社会に出てからも一生勉強です。社会人は各々

が自己実現に向け、自分に何が足りなく、その為には何を学ぶべきかを考え、自らを高めています。そういう能力

を「自己啓発力」「自己教育力」と言います。言われたことだけをやるアルバイトではなかなか身につきにくい部

分です。

　地方の多くの企業が大学生に求めるスキルは、大学で学ぶ専門知識以上に、この「自己啓発力」や「自己教育力」

を求めていることが明らかになってきました。しかしながら、これは一種の「哲学」でもあり、先輩の社会人も生

涯求め続ける終わりのないテーマでもあります。　

　では、その力はどうすれば身につけられるのでしょうか？ その答えの一つに「客観性を身につけること」が新

人の社会人に求められます。人は思春期以降、自我の確立（自分とは何か）を求め、自分を掘り下げて行きます。

しかしながらその行為は主観的なものの見方に偏ります。自分を客観視し、自分に本当に何が足りないかに気づく

には、他人との関わりが重要となるのです。その為にも伝わるコミュニケーション・他者に寄り添えるコミュニケー

ションが重要になります。他人との関わりの中で、他者を理解し、他者を通して自分を知るということを繰り返し、

真の「自己啓発力」や「自己教育力」を少しずつ身につけていくことができるのです。　

　その様な理屈を人からどれだけ聞いても、その能力が身につく訳ではありません。自らの経験を通して「気づき」

が得られない以上、ただの知識で終わります。インターンシップを経験した学生が、相手の顔もろくに見れず、原

稿を見ながら「このインターンシップを通してコミュニケーション能力が身につきました」と発表しているのをよ

く目にしました。　

　大学は本来アカデミックな場ですから、大学生が専門を学ぶということは最も大切なことです。それに加えて、

学外で社会に触れ、広い視野で、働くとはどういうことか？ 会社とは？ 地域とは？ 社会とは？ などを考え始め、

他者とのつながりや関係性を知り、他者を通して自分を見つめ直す。そこから、自己啓発という哲学を始める。こ

れも、親も大学も教えてはくれないが、社会に出る前の大学４年間の内に準備しておくべき大切なことなのです。

　これが私たちが目指すインターンシップの目的です。そして、約半年間のプログラムの中に、その目的に至るた

めの数多くの「気づき」が与えられるプログラムになっています。大学に入ったばかりの１年生からでも、大学に

慣れた２年生、就活を意識し始めた３年生、就活中の４年生でも大歓迎です。私たちと「哲学」を始めましょう！
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